











































































































































































　実査は、2012 年 9 月、12 月、2013 年 3 月の 3 時点で行われた。サンプルは小規模で構
わないとしても、情報量が少なくて良いという訳ではない。情報量をある程度まで担保す
1	 この質問紙調査は、東京大学倫理審査専門委員会の承認を得て実施された。
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るためには、同一個人の追跡調査の実施が必要だと判断された。なお、調査初回の時期は、
新卒看護師が夜勤を担当するようになったり、受け持ちの患者を持ったりするなど、看護
師としての業務が本格化している時期を踏まえて決定した 2。最終的には、上記の 2 条件
にもっとも適合するサンプルが得られた A病院を、本稿の分析対象とした。
　調査票の有効回収数は、調査時点ごとに必要に応じて回答督促を 2 回実施した結果、各











である。ダミー変数化に際して、5 段階中の選択肢 3 の取り扱いは、保守的な基準を想定






































Z: 職場外における自己学習 ※ 2
   → 3 時点の変化から、データに内在する類型を抽出する。
outcome
T: 看護技術等の成長 ※ 3
   → 3 時点の変化から、データに内在する類型を抽出する。
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的側面について、その自己評価の変化を 4 つに類型化した 5。群①は、自己評価が中位か
ら高位へ変化したことが特徴であり、【中位成長型】と名付ける（図 3）。群②は、低位か
ら中位へ変化していることから、【低位成長型】と呼べる（図 4）。群③は、各期を通じて





































































【中位成長型】T1 ＝ YZ　【低位成長型】T2 ＝ xy  【高位安定型】不明















X: Y:（学生） Z:（現在） T1: 中位 T2: 低位 T3: 高位 T4: 低下型
大卒 バランス型 一応型 成長型 成長型 安定型
1 1 1 1 0 0 0
1 1 0 ? ? ? ?
1 0 1 ― 0 ― ―
1 0 0 0 0 0 1
0 1 1 1 0 0 0
0 1 0 0 0 0 1
0 0 1 0 1 0 0
0 0 0 0 1 0 0





































看護技術（具体） 抽出不能 不明 不明
　　　　 （抽象） 【気付き型】 Ｘ ０
倫理的態度等 感情労働 抽出不能 不明 不明
同僚等とのコミュニケーション 【低葛藤型】 ０ ０













Angrist, J. D., and Lavy, V. (1999). Using Maimonides’ Rule to Estimate the
　Effect of Class Size on Scholastic Achievement. Quarterly Journal of 
　Economics, Vol.114, No. 2, 533-575.




Hanushek, E. A. (1996). Measuring Investment in Education. Journal of Economic
　Perspective. Vol.10, No.4, 9-30.
北條雅一 (2011)「学力の経済分析：国内実証研究の展望」『国際公共政策研究』16(1)、
　163-179。
Hurtado, S. (2007). The Study of College Impact. In Gumport, P. J. ed., 　　
　Sociology of Higher Education: Contributions and their Contexts (pp.94-112). 

















Nakamuro, M. and Inui, T. (2012). Estimating the Returns to Education Using a 





Ragin, C. C. (1987). The Comparative Method: Moving Beyond Qualitative and




















– 56 – – 57 –
